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Ⅰ．序論

今、日本で問題になっているのは格差社会である1）。

小泉改革は日本の活性化をもたらしたといわれている

が、その反面で、勝ち組と負け組に分かれるアメリカ型

の社会になりつつあるともいわれている。その結果、

人々は医療費の値上げ、年金の減額などを控えて、将来

が不安であり、支える地域がまだ確立していないため金

を使わない。そして、なかなか経済不況から脱出出来な

い状況にある。さらに、少子高齢化が進み、2025年に高

齢者の占める割合は、愛媛県では1.5倍になるが、都市

部の埼玉県では3.6倍になり2）、将来的には都市部が危な

いと思われる。特に、都市部では、地域共同体の崩壊後、

まだ新しいコミュニティを作りきっていないと思われ

る。

総合型地域スポーツクラブはこれらの問題を解決する

機能があるといわれている3）。しかしながら、全国各地

の総合型地域スポーツクラブを設立している地域は、ま

だ地域共同体が残っている農村地域に多く4）、地域共同

体の崩壊した都市部に少ないといえる。つまり、本当に

総合型地域スポーツクラブを作らねばいけない地域に出

来てなく、近所づきあいがあって地域の人間関係がある

地域に出来ている場合が多いといえる。

都市部でなぜ総合型地域スポーツクラブづくりが難し

いかというと、行政がすべての地域に対応できないから

ということが考えられる。松山市を例にとると、中学校

区は30あり、すべてに総合型地域スポーツクラブを作る

としたら、小規模町村にみられる行政主導型では難しく、

住民主導型が必要である。全国各地の都市部で成功して

いる総合型地域スポーツクラブを視察すると、ほとんど

のクラブが住民主導型である5）。

そこで、本研究では、2004年４月に設立された「しお

みクラブ」（愛媛県松山市潮見校区）（注１）に焦点をあわ

せ、第一に、潮見校区住民のスポーツ活動の実態やニー

ズを把握し、第二に、しおみクラブ育成のための資料を

えること、第三に、しおみクラブがコミュニティ形成に

寄与しているかを明確にすることを目的にした。

（注１）愛媛県松山市潮見校区は、松山市の中心街から

北へ４㎞、今治市に通ずる国道196号線に位置し、近年、

県営・市営のアパートが建設され、民間の住宅開発のア

パートの建築も進み、各種スーパーの進出とあわせ、急

激な都市化が進行中の地域である。

Ⅱ．調査方法

（１）調査対象：愛媛県松山市潮見校区吉藤町に在住す

る20歳以上の住民2100名

（２）調査時期：2005年12月

（３）調査方法：質問紙による配票調査
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（４）回収率：有効回収数　426部　　有効回収数　20,3％

（５）分析の視点

①性別：男性（Ｎ＝190 44,6％）

女性（Ｎ＝236 55,4％）

②クラブ加入の有無

総合型地域スポーツクラブへの加入の有無によって、

加入している人をＡ群、加入希望者をＢ群、加入したく

ない人をＣ群とした。Ａ群の人はわずか9.6％であり、

これからのクラブであることがわかる。（表１）

Ⅲ．結果及び考察

１．年齢

表２は年齢について示したものである。全体では、

「20歳代」が10.3％、「30歳代」が20.0％、「40歳代」が

16.7％、「50歳代」が21.6％、「60歳代」が20.9％、「70

歳代以上」が10.9％であり、「20歳代」と「70歳代」が

少ない。また、無効になった調査票は「70歳代以上」が

一番多い。性別では差はみられない。

加入の有無別に比較すると、Ａ群では、40歳代、50歳

代が多く、20歳代、30歳代と70歳代が少ない。若者と

高齢者のクラブへの加入が課題であることがわかる。

２．スポーツ活動

（１）種目

表３は、過去１年間によく行ったスポーツ種目について

上位9位までを示したものである。全体では、「散歩・ウ

ォーキング」が24.6％と最も多く、次いで、「軽い体操」

の10.8％であり、手軽に個人で行える種目が多くなってい

る、性別で比較すると、女性は、「散歩・ウォーキング」

や「軽い体操」「レクバレー」が多いのに対し、男性は

「ゴルフ」が多い。

加入の有無別に比較すると、Ａ群では「レクバレー」が

39.0％と最も多く、次いで、「グランドゴルフ」の19.5％、

「バレーボール」の14.0％であり、しおみクラブで活動して

いる種目が多い。一方、Ｂ群やＣ群は「散歩・ウォーキング」

「軽い体操」などの気軽に行えるものが多くなっている。

（２）頻度

表４は、過去１年間のスポーツ実施頻度をあらわした

ものである。全体では、「週に３回以上」が16.0％、「週

に１～２回」が21.4％であり、週に１回以上スポーツを

行っている人は、37.4％となっている。これを全国の調

査と比較すると、週１回以上スポーツを行っている人は

37.2％であり、ほぼ同じ結果である。また、愛媛県の調

査では、週に１回以上スポーツを行っている人は、

27.6％であり6）、愛媛県内ではスポーツを行っている人

の多い地域である。性別で比較すると、週に１回以上ス

ポーツを行っている人は、男性35.7％、女性38.7％であ

り、女性の方が多い。しかし、行っていない人も女性の

方が33.7％と男性の25.8％を上回り、女性の方に二極化

の傾向がみられる。

加入の有無別に比較すると、週に１回以上スポーツを

行っている人は、Ａ群が70.7％、Ｂ群が39.7％、Ｃ群が

28.6％であり、しおみクラブの活動が実施頻度に寄与し

ていることがわかる。

表１　クラブ加入の有無

表３　種目

表２　年齢
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（３）施設

表５は、過去１年間のスポーツ実施場所をあらわした

ものである。全体では、「公共のスポーツ施設」が

23.5％、次いで、「商業スポーツ施設」の18.3％、「道路」

の16.2％、「学校の体育施設」の14.3％の順である。「学

校の体育施設」は「公共スポーツ施設」と比べて少なく、

容易に使える施設でないと考えられる。性別で比較する

と、男性は「商業スポーツ施設」が最も多くなっており、

これは男性がよく実施している「ゴルフ」と関係してい

ると考えられる。女性は、「公共のスポーツ施設」が多

くなっており、これは平日の朝や昼は「学校の体育施設」

が出来ないからだと考えられる。また、「散歩・ウオー

キング」で使用する「道路」も多い。

加入の有無別で比較すると、「学校の体育施設」はＡ

群が70.7％と圧倒的に多く、しおみクラブの活動の拠点

になっていることがわかる。また、「商業スポーツ施設」

と「道路」はＢ群とＣ群が多い。この理由として、「学

校の体育施設」は昼間に使用できず、さらに個人には開

放されていないため、クラブに加入していないと利用で

きないことがあげられる。

（４）クラブ加入

表６は、過去１年間のスポーツクラブ加入の有無と形

態についてあらわしたものである。全体では、スポーツ

クラブに加入している人は34.7％であり、愛媛県の調査

と比較すると、愛媛県では29.1％であり、潮見校区のス

ポーツクラブの加入率は高いといえる。形態としては、

「仲間でつくったクラブ」に加入している人が11.7％と

最も多く、次いで、「民間のスポーツクラブ」の10.8％

である。性別で比較すると、スポーツクラブに加入して

いる人は、男性が32.1％、女性が36.9％であり、女性の

方がやや加入率が高い。

加入の有無別に比較すると、クラブに加入している人

は、Ａ群が100％、Ｂ群が36.9％、Ｃ群が21.4％となっ

ており、しおみクラブの加入に積極的な人に、スポーツ

クラブへの加入率が高い．形態を比べると、Ａ群では

「体育協会のクラブ」や「仲間でつくったクラブ」に重

ねて加入している人も多くみられた。Ｂ群では、「民間

のスポーツクラブ」が多くみられた。総合型地域スポー

ツクラブでも、「民間のスポーツクラブ」のような教室

を行うことは可能であり、多くの人が自分の地域でスポ

ーツを行える環境を作り、スポーツを通じて地域との関

係を深められるクラブが求められる。

（５）今後のスポーツ活動

表７は、今後行ってみたいスポーツ種目上位11位まで

についてあらわしたものである。全体では、「散歩・ウ

ォーキング」が16.9％と最も多く、次いで、「軽い体操」

の16.7％、「水泳」の13.8％、「バドミントン」の11.7％、

「テニス」の8.9％となっている。「散歩・ウオーキング」

や「軽い体操」など、現在行っている種目を今後とも引

き続き行いたいと思っているいる人が多いと考えられ

る。しかし、「ゴルフ」や「レクバレー」は上位に入っ

ておらず、「水泳」や「バドミントン」が上位に入って

おり、チームで行う種目よりも、個人的に、気軽に行え

る種目のニーズが高くなっている。性別で比較すると、

表５　施設

表６　クラブ加入

表４　頻度
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男女ともに、「散歩・ウォーキング」「水泳」が多くなっ

ている。また、男性は、多くの種目に分散し、ニーズの

多様化していることがうかがわれる。一方、女性は、

「軽い体操」「太極拳」が多くなるなど個人で行えるスポ

ーツに対してニーズが高まっているといえる。

加入の有無別に比較すると、Ａ群は、「レクバレー」

が14.6％最も多く、次いで、「バレーボール」「バドミン

トン」「水泳」「エアロビクス」「ゴルフ」が12.2％と多

く、現在行っている種目を今後とも行いたいと思ってい

る。Ｂ群では全体でも多い「散歩・ウォーキング」「水

泳」「軽い体操」に加えて、「バドミントン」「テニス」

にもニーズがある。加入を希望している人を加入へと導

くためには、ニーズの高い種目を取り入れることが大切

だといえる。

（６）スポーツ活動の満足度

表８は、現在のスポーツ活動の満足度をあらわしたも

のである。全体では、「満足している」「まあまあ満足し

ている」と答えた人は、41.1％であり、満足していない

人が多い。性別で比較しても差はみられない。

加入の有無別で比較すると、満足している人はＡ群が

80.5％、Ｂ群の40.2％、Ｃ群の33.9％であり、Ａ群に満

足している人が多い。

３．しおみクラブ

（１）しおみクラブの認知度

表９は、しおみクラブの認知度についてあらわしたも

のである。全体では、「よく知っていた」「だいたい知っ

ていた」「聞いたことはあった」と答えた人は63.2％と

なっており、約６割の人が、しおみクラブについて何ら

かの形で知っていたことがわかる。性別で比較すると、

男性よりも女性の方がよく知っており、女性の方が地域

との結びつきがあると考えられる。

加入の有無別に比較すると、「よく知っている」「だい

たい知っている」と答えた人は、Ａ群の95.1％、Ｂ群の

38.0％、Ｃ群の25.2％となっており、加入を希望するＢ

群の人への啓蒙活動が必要なことがわかる。

（２）勧誘の有無

表10は、しおみクラブへの勧誘の有無についてあらわ

したものである。全体では、「ある」と答えた人は

17.1％であり、あまりクラブへの勧誘を行っていないこ

とがわかる。性別で比較しても差はみられない。

加入の有無別に比較すると「ある」と答えた人は、Ａ

群の85.4％、Ｂ群の18.2％、Ｃ群の6.8％である。Ｂ群

とＣ群の勧誘が不足していることがわかり、もっと積極

的に勧誘を行うことが必要である。

（３）加入後の変化

表11は、しおみクラブ加入者に、クラブ加入後の変化

を聞いたものである。全体では、「新しい仲間が出来た」

表７　今後のスポーツ活動
表９　しおみクラブの認知度

表10 勧誘の有無

表８　スポーツ活動の満足度
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が42.2％と最も多く、次いで､「スポーツの楽しさを知

った」の30.8％、「ストレス解消になった」の25.6％、

「他の地域行事に参加するようになった」の17.9％、「地

域への愛着心が深まった」の15.4％と続いている。性別

で比較すると、男性は「新しい仲間ができた」と56.3％

の人が答えている。また、「他の地域行事に参加するよ

うになった」や「地域の役員活動に積極的になった」が

多くなっている。クラブ加入がきっかけとなり、地域と

のつながりが出来る場合が多い。

（４）クラブ加入条件

表12は、現在「しおみクラブ」に加入していない人に、

クラブ加入条件について聞いたものである。全体では、

「自分のレベルにあった運動ができる」の45.2％が最も

多くなっており、次いで、「安い値段でスポーツができ

る」の32.3％、「一緒に活動する仲間がいる」の31.0％、

「健康をチェックしてもらえる」の23.0％である。この

ことから、多様なプログラムが行われ，健康をチェック

してもらえるようなシステムを作ることが必要である。

また、仲間づくりにおいては、クラブハウスに代表され

るような、スポーツを行った後にコミュニケーションの

出来るような空間が必要であると思われる。性別で比較

すると、男性は、「いろいろなスポーツができる」「いろ

いろな世代と交流できる」が多くなっている。

加入の希望別で比較すると、クラブ加入を希望してい

るＢ群では、「自分のレベルにあった運動ができる」「一

緒に活動する仲間がいる」「安い値段でスポーツができる」

が多くなっており、Ｂ群を加入させるためには、多様な

プログラムと仲間づくりが必要であることがわかる。

（５）参加したいスポーツ教室

表13は、参加したいスポーツ教室についてあらわした

ものである。全体では、上位10教室をあげると、「ヨガ」

の18.1％が最も多く、次いで、「ストレッチ」の17.8％、

「ウォーキング」の17.3％、「バドミントン」の13.1％、

「太極拳」の12.9％、「筋力トレーニング」の12.8％、

「水泳」の12.2％、「テニス」「体操」の11.5％、「卓球」

の9.9％の順になっている。このことから、商業スポー

ツクラブで行われているフィットネス系のプログラム

（ヨガ、ストレッチ、太極拳、筋力トレーニング）、個人

で手軽に行われる健康づくり的な運動（ウオーキング、

体操）、個人もしくは少人数で行われる球技（バドミン

トン、テニス、卓球）に高いニーズがあることがわかる。

また、集団で行う球技はニーズが低い。性別で比較する

と、女性は「ヨガ」の希望が多く、「体操」「ウォーキン

グ」「ウオーキング」「ストレッチ」「太極拳」でも男性

より高い値を示している。このことから、男性よりも健

康志向が強く、商業スポーツクラブで行うようなプログ

ラムを行いたいと考えているようである。

加入の有無別に比較すると、Ａ群では、「バドミントン」

「水泳」「ウオーキング」「ストレッチ」「太極拳」が多く

なっており、現在実施している種目に加え、健康づくり

の教室に参加したいという傾向にある。一方、Ｂ群では、

商業スポーツクラブで行われているフィットネス系のプ

ログラム、個人で手軽に行われる健康づくり的な運動、

個人もしくは少人数で行われる球技のニーズが高く、全

体と同じ傾向がみられる。Ｂ群を加入させるためには、

ニーズの高い種目の教室を開催することが求められる。

表11 加入後の変化

表12 クラブ加入条件
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（６）将来のスポーツクラブの会費

しおみクラブの現在の会費は2000円であるが、将来の

会費についてたずねたものが表14である。全体では、

「2,000円以上～3,000円未満」が37.5％と最も多く、次

いで、「2,000円未満」の24.9％、「3,000円以上～5,000未

満」の22.5％と続いており、少しばかりの会費の値上げ

はかまわないと思っている人が多い。性別で比較すると、

3,000円以上と答えた人は､男性42.7％、女性25.8％であ

り、男性の方に多く払ってもよいと思っている人が多い。

加入の有無別に比較すると、3.000以上と回答した人は、

Ａ群31.7％、Ｂ群39.1％、Ｃ群28.7％であり、加入を希望し

ているＢ群の人が多く払ってもいいという傾向がみられる。

（７）ボランティア・指導者としての参加希望

表15は、しおみクラブへのボランティアあるいは指導

者としての参加希望をあらわしたものである。全体では、

「参加したい」が4.2％、「誘われれば参加したい」が

18.8％であり、肯定的に答えた人は23.0％である。あま

り積極的とはいえないが、この２割の人を取り込んで行

くことが求められる。性別で比較すると、「参加したい」

「誘われれば参加したい」と答えた人は、男性の30.0％、

女性の17.4％であり、男性の方が積極的であるといえる。

加入の有無別に比較すると、「参加したい」「誘われれ

ば参加したい」と回答したした人は、Ａ群51.1％、Ｂ群

36.3％、Ｃ群5.8％であり、加入に対して積極的な人ほ

ど参加しようとする傾向があるといえる。

（８）クラブへの期待

表16は、しおみクラブにどのようなことを期待してい

るかをあらわしたものである。全体では、「生きがいづ

くり」が52.6％と最も多く、次いで、「青少年の健全育

成」の39.4％、「住民の居場所づくり」の30.0％、「集団

遊びの復活」の26.3％、「誇れる郷土愛」の22.8％とな

っている。性別で比較すると、あまり差はみられない。

加入の有無別に比較すると、すべての項目において、

Ａ群とＢ群のの割合が多くなっており、Ｃ群は少ない。

加入しているＡ群、加入を希望しているＢ群は、「しお

みクラブ」に対する期待の大きさがうかがわれる。

Ⅳ．コミュニティ意識

鈴木広7）はコミュニティ意識をコミュニティ・モラー

ルとコミュニティ・ノルムに分けているが、本稿ではコ

ミュニティ・モラールからみていく。

コミュニティ・モラールは人々のコミュニティに関する

表14 将来のクラブ会費

表16 クラブ活動への期待

表15 ボランティア・指導者としての参加の有無

表13 参加したい教室
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関与の程度を知るための概念装置である。したがって、コ

ミュニティ・モラールが高いほど、コミュニティ形成にと

って望ましいといえる。また、コミュニティ・モラールは

感情、統合認知、参加意欲の三要素からなっている。

感情は、愛着感、同一感、安定感、満足度などといっ

た感情の水準を問うものである。

統合認知は、コミュニティというまとまりについて評

価するものである。

参加意欲は、参加意志、役割意識、使命感、達成欲求な

ど、コミュニティに対する関与の強さを表すものである。

コミュニティ・モラールに関する質問文については次

のような内容である。

〈感情〉

１．安堵感…外出してこの町に帰ってきた時に、「自分

の町に帰ってきた」と感じてホッとしていますか。

２．同一視…人からこの地域の悪口を言われたら、何か

自分の悪口を言われたような気になりますか。

３．仲間意識…この町に住んでいる人たちはみんな仲間

だという気がしますか。

４．好き嫌い…この町（地域）が好きですか。

〈統合認知〉

１．まとまり…この町の人たちはまとまりはよい方ですか。

２．リーダー…この地区のリーダーたち（町内会とか婦

人会、ＰＴＡなどの役員など）はがいして地域のた

めによくやっていると思いますか。

３．相互扶助…この地区に住んでいるみんなは、お互い

に何かと世話しあっていますか。

４．団結心…この町の人たちはお互いに協力する気持

（団結心）が強い方だと思いますか。

〈参加意欲〉

１．役割意識…この町のためになることをして何か役に

立ちたいと思いますか。

２．地方政治…この町や校区を代表する市会議員を出す

ことは大切だと思いますか。

３．地域行事への参加…町内や校区で一緒にする行事

（運動会、寄付、清掃、署名活動など）にあなたは

参加する方ですか。

４．行事関心…町内、校区内でするいろいろなこと（役

員改選、年中行事、建設、道路事業など）にあなた

は参加する方ですか。

そして、これらの質問に対してはすべて五段階にラン

クづけされた回答、例えば、「この町（地域）が好きで

すか」に対しては、①非常に好き、②やや好き、③どち

らでもない、④やや嫌い、⑤非常に嫌い、などを用意し

た。

表17～表28は、感情（安堵感、同一視、仲間意識、

好き嫌い）、統合認知（まとまり、リーダー、相互扶助、

団結心）、参加意欲（役割意識、地域政治、地域行事へ

の参加、行事関心）をあらわしたものである。

コミュニティ意識の形成について有意な差がみられた

のは、感情の仲間意識、好き嫌い、統合認知の団結心、

参加意欲の役割意識、地域政治、地域行事への参加、行

事関心である。

また、有意な差のみられなかった感情の安堵感、同一

視、統合認知のまとまり、リーダー、相互扶助において、

Ａ群の人の方が高い値を示している。

表17 安堵感

表18 同一視
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表21 まとまり 表25 役割意識

表22 リーダー 表26 地域政治

表23 相互扶助

表24 団結心

表19 仲間意識

表20 好き嫌い
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表29は感情、統合認知、参加意欲のそれぞれ４つの調

査内容を点数化（＋２、＋１、０､－１、－２）し、ま

とめてその平均を出したものである。＋２、＋１に注目

すると、感情、統合認知、参加意欲のどれにおいてもＡ

群の人の方が高い値を示している。

全体をまとめると、Ａ群が最も高く、次いでＢ群、Ｃ

群となっている。つまり、「しおみクラブ」に加入して

人の多くは、クラブでの活動を通じて地域との関係を密

にし、そのことがコミュニティ意識の形成に寄与したも

のと考えられる。Ｂ群は、直接的に地域との関係はあま

りないが、表16のクラブに対する期待から、地域に対す

る思いが強いことがわかり、こうしたことがコミュニテ

ィ意識の形成につながっていると考えられる。Ｂ群の人

たちがクラブに加入し、地域との関係を深め、思いを実

現する立場になれば、さらにコミュニティ意識が高まる

ものと推察される。Ｃ群の人は、地域とのつながりがあ

まりなく、地域行事の参加に対しても消極的であり、コ

ミュニティ意識が低いことがわかる。今後ともＣ群の

人々に対しては、何らかの働きかけが必要である。

Ⅴ．結論

（１）しおみクラブ加入者（Ａ群）は、定期的なスポー

ツ活動を実施しており、スポーツ活動への満足度も高い。

クラブ加入希望者（Ｂ群）は「散歩・ウォーキング」

「軽い体操」などの手軽で個人で行う種目を実施してお

り、実施頻度も低い。また、今後のスポーツ活動はこれ

らの種目に加えて、「バドミントン」「テニス」などの種

目に対してニーズを持っている。

（２）クラブに対する認知度は、クラブ加入者、加入希

望者、加入非希望者（Ｃ群）の順に認知度が高い。クラ

ブへの勧誘については、未加入者（Ｂ群、Ｃ群）に対し

てあまり勧誘していないため、今後はこれらの人々に対

して勧誘が必要であろう。

（３）クラブ加入者の加入後の変化として、「新しい仲間

が出来た」という人が多く、クラブが社交の場になって

おり、特に男性にとって顕著である。

（４）クラブ未加入者の加入条件として、多様なプログ

ラムがあり、健康をチェックしてもらえるようなシステ

ムの構築、スポーツ実施後のコミュニケーションを行え

る場づくりを指摘する人が多い。

（５）参加したいスポーツ教室は、商業スポーツクラブ

で行えるようなフィットネス系のプログラム、個人で手

表29 タイプ別からみたコミュニティ意識

表27 地域行事への参加

表28 行事関心
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軽に行われる健康づくり系の運動、個人もしくは少人数

で行われる球技にニーズが高い。

（６）会費については、現在の会費を８割以上の人が安

いと感じており、特に加入希望者が一番それを感じてお

り、もっと金を払っていいと思わせるプログラムの提供

がクラブの発展につながるものと思われる。

（７）クラブ加入者、加入希望者、加入非希望者の順に

コミュニティ意識が高く、しおみクラブ加入者は地域に

おけるコミュニティ形成に寄与していると思われる。

本研究にご協力いただいた、しおみクラブのクラブマ

ネジャーの能田雅雄氏や潮見公民館の方々に深く感謝の

意を表します。
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